
 

○法政大学大学評価委員会規程  
規定第９８４号 

 

一部改正 2010年 4月 1日 2011年 4月 1日 

2013年 4月 1日 2015年 4月 1日 

 

（目的） 

第１条 法政大学自己点検委員会から提出された「自己点検報告書」を評価し，その評価結果を総長に報

告するため，法政大学大学評価委員会（以下「評価委員会」という。）を置く。 

 

（審議事項） 

第２条 評価委員会は次の事項を審議する。 

（１） 評価の実施計画及び報告に関すること。 

（２） 前号のほか，委員長が必要と認めた事項 

 

（委員長・副委員長） 

第３条 評価委員会に委員長及び副委員長を置く。委員長は大学評価室長とし，副委員長は委員の互選と

する。 

 

（評価委員会の構成） 

第４条 評価委員会は総長が委嘱する次の委員をもって組織する。 

（１） 委員長 １名 

（２） 大学評価室担当常務理事 １名 

（３） 専任教員で次のうちいずれかに該当する者 ７名 

ａ 役員経験者 

ｂ 学部長・研究科長等経験者 

ｃ 公益財団法人大学基準協会評価委員 

ｄ 公益財団法人大学基準協会評価委員経験者 

（４） 学外の学識経験者で次のうちいずれかに該当する者 ８名 

ａ 大学の管理運営全般に関する学識を有する者 

ｂ 大学の国際化施策に関する学識を有する者 

（５） 監査室長 1名 

２ 前項第（４）号ａの委員は，企画・戦略本部の推薦を得て，常務理事会の議を経て，総長が任命する。 

３ 第１項第（４）号ｂの委員は，グローバル戦略本部の推薦を得て，常務理事会の議を経て，総長が任

命する。 

４ 委員長は，必要に応じて委員以外の出席を求めることができる。 

 

（評価委員会委員の任期） 

第５条 委員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。 

２ 中途の欠員補充，交替は前任者の残任期間とする。 

 

（定足数及び議決） 

第６条 評価委員会は，第４条第１項各号に定める委員の３分の２以上の出席をもって成立し，出席委員

の過半数をもって議決する。ただし，委任状提出者は出席とみなすが，議決には参加できない。 

 

（評価員） 

第７条 評価の実務を行うために評価員を置く。 

２ 評価員は，第８条に定める評価員候補者の中から，評価委員会の指名に基づき，総長が任命する者と

し，その人数は２５名以内とする。 



３ 評価員は，次の各号の全てを満たす者とする。 

（１） 大学評価活動に知識と理解がある者 

（２）評価員就任年度に本学又は国内外の高等教育機関に在籍している者 

（３）評価員就任年度に学部長又は教授会主任の任にない者 

４ 評価員の任期は１年とし，再任を妨げない。 

 

（評価員候補者） 

第８条 評価員候補者は次いずれかの推薦による者とする。 

（１）第４条第１項に定める委員の推薦による者 

（２）各学部長の推薦による者 

（３）法人統括本部長の推薦による者 

２ 前項の第４条第１項に定める委員，各学部長，法人統括本部長が推薦できる人数はそれぞれ３名以内

とする。 

 

（プルーフリーダー） 

第９条 評価の精度を高めるため，評価プルーフリーダー（以下「プルーフリーダー」という。）を置く。

プルーフリーダーは，評価システムの質向上・質保証の観点から評価資料の点検・校正を行う。 

２ プルーフリーダーは，専任職員の中から，大学評価室担当常務理事が任命するものとし，その人数は

４名以内とする。 

３ プルーフリーダーの任期は1年とし，再任を妨げない。 

 

（評価計画・実施） 

第１０条 評価委員会は，評価計画について，総長の承認を得るものとする。 

２ 評価は，定期又は必要に応じて随時実施する。 

 

（評価結果の報告） 

第１１条 評価委員会は，評価結果をとりまとめた大学評価報告書を所定の期日までに作成し，総長に提

出する。 

 

（事務局） 

第１２条 評価委員会の事務は，総長室付大学評価室が担当する。 

 

（規定の改廃） 

第１３条 本規程の改廃は，評価委員会の議を経て，総長が行う。 

 

   付 則 

１ この規程は，２００９年１月２１日から施行する。 

２ この規程は，２０１０年４月１日から一部改正し，施行する。 

３ この規程は，２０１１年４月１日から一部改正し，施行する。 

４ この規程は，２０１３年４月１日から一部改正し，施行する。 

５ この規程は，２０１５年４月１日から一部改正し，施行する。 

 

 

（追４８） 


